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研究成果の概要（和文）：流域圏という範域、およそ150年間という時間タームを対象として、農村の木造古民家とい
う具体的事物を材料に近代農山村遺産の再評価を行った。単なる事例研究の域にとどまらず、具体的な時間軸と空間軸
の中に事例を位置づけて評価する歴史地理学的視点を通して、近世を射程に入れた地域研究の課題と重要性がより明確
となった。

研究成果の概要（英文）：Reappraisal of modern rural heritage was made aiming at the space scale of the 
river basins and the time scale of 150 years, using rural wooden old house.
From the viewpoint of historical geography of positioning and evaluating an example in frame of time and 
space, the subject and importance of the area studies which put pre-modern times into the range became 
clearer.

研究分野：森林政策学
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究は、東京大都市圏の近世史と深く関
わる二つの一級河川流域圏における近代農
山村遺産の再評価をめざすもので。学術的背
景として以下のことが挙げられる。 
第一に、流域圏という地域単位もしくは概
念の再検討の必要性である。自然立地的経済
圏を再構築して戦略的に地域振興の中核と
する試みは、欧米諸国では議論が蓄積されて
いるが、日本では流路復元や希少種保護など
ミクロレベルの取り組みが模索される一方、
流域スケール、複数の流域を同時に視野に入
れたマクロ的視点からの試みは行われてい
ない。 
第二に、近代化初期の地域農林業・流通構
造解明の必要性である。上記に関わり地域経
済振興の中核をどの時間スケールで捉える
かという課題がある。多くの社会調査が戦後
統計初年度からの約 60 年を対象とした時系
列上に行われているが、統計上の制約に加え
て、現行の森林政策が向かい合う諸課題が殆
ど戦後人工造林に関わるという、分析者側の
持つ認識の限界によるものが大きい。 
第三に、民有遺産の保全・継承上の課題に
ついてである。伝統的木造建造物である古民
家は、地域固有の森林資源、建築様式等を留
める記録媒体でもあるが、私的財産である木
造古民家は、無住化と同時に放置され、多く
はその歴史的価値を評価されることなく老
朽化し、「地域遺産」としての記録も残され
ず消滅しつつある。 
総じて、既存研究における時間軸、空間軸
の限界を超え、森林に関わる国土開発および
地域振興の本質に迫る地道でスケールの大
きな研究が強く求められている。 
 
２．研究の目的 
 
明治期統計と地域調査をもとに、自然立地
上に展開した農林業および水運、伝統的木造
建築物の再評価を通じて、土地固有の自然と
人との関わりを記述し、流域という地域振興
における基礎単位の重要性について提起す
ることを目的とする。事例として、近世以来
の流域開発が最も激しく進行し、人と自然の
つながりが極めて希薄化した多摩川、逆に極
めて緩やかに進み、江戸期水運の名残を農山
村文化に留める那珂川の二つを対象とする。
近代化以降見えにくくなった自然立地と開
発のあり方、今後の国土計画と地域振興にお
いて重視すべき今日的課題を明らかにする
研究である。 

 
３．研究の方法 
 
1)近代化初期における流域圏域市町村の農
林業構造の解明：多摩川流域、那珂川流域で
近代化初期にどのような農林業が展開した
か。明治期統計値の土地利用、農林業生産物、

各産物の収量、農業戸数、人口等について統
計解析を加え、地域的特色、地形など自然条
件、市場距離など社会条件などについて、日
本が資本主義社会へ突入する前の自然立地
的な農林業の姿を流域レベルで明らかにす
る。 
2）流域圏における 100 年間の各指標の比較
分析：同一エリアにおける統計値および文献
を用いて上記と比較検討し、近代化以降約
100 年間の流域圏の変貌と共通点を明らかに
する。 
3）地域遺産の特定および保全・継承への課
題：対象流域内特に那珂川流域における伝統
的木造建築物のうち、多くは 100 年以上の建
造物であり農村史上の意義が大きい木造長
屋門を対象としその存在形態を明らかにす
る。百年来の民有地域遺産の保全・継承の現
状が広域的に明らかとなる。 
本研究は、①統計情報の整理、②文献調査、
③地図情報の構築、④フィールド調査、の４
つの手法で遂行される。①については、明治
期統計書の判読、入力、クリーニングという
膨大な作業が必要である。②と④は社会調査
の基本的なスタイルで行われるが、③地図情
報の構築に当たっては、GIS の基本的ツール
が必要であり、共同研究者である高橋がこれ
を担当する。これらにより、流域圏という失
われた自然圏域を現代に蘇らせ再検討を促
すという目的が達成される。 
 
４．研究成果 
 
1）統計情報の整理・入力・解析（明治期統
計書）：２つの流域圏域を含む栃木県、茨城
県、東京都、埼玉県の最小単位（明治市制町
村制当時の旧市町村）の府県統計書について
判読、入力、解析終了。 
 
2）文献史料の収集・整理：多摩川・荒川、
江戸川、鬼怒川、那珂川の各流域では 16 世
紀から19世紀にかけて森林の造成が始まり、
最上流にあたる黒羽藩に残された「太山の佐
知」（1849）、「山林記」（1857）ほか一連の興
野家文書にみる山林書は、2014 年度に一般社
団法人日本森林学会によって林業遺産第一
号に選定された。これら文書の解読によって
近世当初の伐採、売買の一端が明らかとなっ
た。 
 
3）地図情報の構築：入力・解析情報（明治
期統計書）の GIS への反映：入力した統計情
報の解析結果で明らかとなった地域特性等
をGIS上に反映させ研究会で議論の材料とし
た。主に研究分担者の高橋が担当した。 
 
4）フィールド理解：那珂川水運のうち黒羽
河岸を中心とした水運について、郷土資料等
の確認を進め、那珂川全流域の踏査を終了。 
 
5）那須烏山市旧境村地区における近世村落



の森林利用と明治以降の行政区との関係に
ついて明らかにした。那須烏山市旧境村地区
大木須において古民家改修事業により発見
された追加資料の整理、判読を進め，今後の
研究に繋がる材料とした。 
 
総じて，流域圏という範域、およそ 150 年
間という時間タームを対象として、農村の木
造古民家という具体的事物を材料に近代農
山村遺産の再評価を行った。単なる事例研究
の域にとどまらず、具体的な時間軸と空間軸
の中に事例を位置づけて評価する歴史地理
学的視点を通して、近世を射程に入れた地域
研究の課題と重要性がより明確となった。 
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